
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
９
８
回 

 

故
山
川
治
雄
氏
の
一
周
忌
供
養
と
卯
月
山
下
見
山
行 

 

◇
実
施
日 

 

８
月
２
５
日
（
木
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
中
前
偉
、
湯
川
一
郎
、
濱
野
兼
吉
、
畑
林
清
子
、

大
江
加
予
子
・
徳
子
、
生
熊
千
満
子
、
西
克
、
高
階
鈴
子
・
美

根
子
、
梶
野
照
雄
、
志
岐
敬
、
山
本
直
子
、
榊
本
真
仁 

 

１
５
名 

 

 

早
い
も
の
で
、
山
川
治
雄
さ
ん
が
事
故
死
し
て
か
ら
一
年
に
な
る
。 

あ
の
日
の
第
一
報
は
今
で
も
耳
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
無
い
。 

 
 

 
 

 

事
故
現
場
に
登
る 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

一
周
忌
供
養
の
供
養 

行
仙
や
持
経
、
平
治
へ
行
っ
て
も
、
こ
こ
は
山
川
さ
ん
が
直
し
て
く
れ
た
、
そ

れ
は
山
川
さ
ん
が
運
ん
で
く
れ
た
、
と
思
い
だ
す
。
ま
た
、
あ
そ
こ
は
こ
う
し

た
ほ
う
が
い
い
、
今
度
は
こ
こ
を
や
り
替
え
よ
う
、
と
宿
題
も
残
し
て
く
れ
て
、

山
川
さ
ん
が
頭
か
ら
消
え
去
る
こ
と
は
無
い
。 

５
年
間
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
い
つ
も
一
生
懸
命
で
山
彦
に
多
大
な
貢
献
を

頂
い
た
存
在
感
の
あ
る
方
だ
っ
た
。 

 

今
日
、
仲
間
１
５
名
で
事
故
現
場
へ
赴
き
、
手
厚
く
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、

中
前
君
か
ら
も
丁
寧
で
有
難
い
お
経
を
唱
え
て
頂
い
た
。 

 

５
名
が
玉
置
神
社
経
由
で
駐
車
場
へ
、
残
り
の
１
０
名
は
玉
置
辻
に
戻
り
車

で
駐
車
場
へ
向
か
っ
て
合
流
し
、
そ
の
後
展
望
台
に
移
動
し
て
昼
食
と
し
た
。 

 
 

 
 

 

古
道
を
歩
く 

 
 
 
 

林
道
合
流
に
ケ
ル
ン 

 
 
 

 

高
滝
辻
の
石
柱 

 

卯
月
山
は
王
走
り
山
の
別
名
で
、
折
立
の
集
落
か
ら
中
秋
の
名
月
が
こ
の
山

の
山
頂
に
望
ま
れ
る
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
。
来
年
の
干
支
の
山
で
も

あ
る
。
先
日
湯
川
君
が
ル
ー
ト
の
確
認
に
行
っ
て
「
林
道
が
伸
び
て
古
道
が
分

断
さ
れ
て
い
る
。
間
伐
材
の
放
置
で
通
過
困
難
な
個
所
も
あ
る
」
と
報
告
を
頂

い
た
。 

干
支
の
山
と
し
て
新
春
登
山
を
考
え
て
い
た
の
で
、
そ
の
下
見
も
兼
ね
て
午
後



の
予
定
に
組
み
入
れ
た
。 

通
常
は
村
道
横
の
展
望
台
を
過
ぎ
て
花
折
塚
の
手
前
か
ら
入
山
す
る
の
だ
が
、

ど
ん
な
ふ
う
に
林
道
が
交
差
す
る
の
か
戦
々
恐
々
の
気
持
ち
で
展
望
台
先
か

ら
入
山
し
た
。 

 

道
は
残
っ
て
い
る
が
、
歩
く
人
も
い
な
い
よ
う
で
か
な
り
の
荒
れ
よ
う
だ
。 

７
～
８
分
進
む
と
林
道
に
出
た
。
林
道
は
急
勾
配
で
村
道
の
方
に
伸
び
て
い
る

が
、
も
う
使
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
大
き
な
岩
が
全
面
に
落
ち
て
い
た
。 

林
道
が
大
き
く
カ
ー
ブ
し
た
所
で
林
道
を
離
れ
、
再
び
山
腹
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し

な
が
ら
下
っ
て
い
く
。 

こ
の
古
道
は
現
在
村
道
が
あ
る
山
腹
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
高
滝
辻
を
経
て
高
滝

又
は
折
立
へ
続
く
玉
置
神
社
の
参
詣
道
に
な
っ
て
い
て
、
数
百
年
の
歴
史
が
あ

る
古
道
だ
。 

 
 

 
 

 

卯
月
山
山
頂 

 
 
 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 
 

 

林
道
を
登
る 

荒
れ
た
狭
い
道
を
１
５
分
ほ
ど
進
む
と
立
派
な
林
道
に
出
会
う
。
逆
方
向
か
ら

来
る
と
こ
の
古
道
へ
の
取
り
付
き
が
全
く
判
ら
な
い
よ
う
に
思
え
る
の
で
、
ケ

ル
ン
を
積
ん
で
お
い
た
。
広
い
林
道
を
下
っ
て
い
く
と
す
ぐ
に
高
滝
辻
に
着
く
。 

１
２
年
ぶ
り
で
あ
る
。
高
滝
辻
に
は
道
標
と
石
柱
が
あ
り
、
左
お
り
た
ち
、
右

た
か
た
き
と
記
さ
れ
て
い
る
。
林
道
は
折
立
方
向
に
延
び
て
い
る
。 

い
よ
い
よ
卯
月
山
に
登
り
だ
す
。
標
高
差
は
１
６
０
ｍ
ほ
ど
、
年
の
せ
い
か
、

昨
夜
の
酒
の
せ
い
か
、
急
な
登
り
は
体
に
こ
た
え
る
。
３
０
分
弱
で
卯
月
山
の

山
頂
に
着
い
た
。
事
前
に
調
べ
て
き
た
が
、
平
成
２
２
年
１
２
月
１
２
日
、
山

彦
納
め
の
山
で
１
７
名
が
登
っ
て
以
来
に
な
る
。
山
頂
の
標
識
も
１
２
年
前
の

物
が
大
半
だ
。
山
頂
に
２
０
分
ほ
ど
滞
在
し
下
山
開
始
。
下
る
途
中
で
道
を
間

違
え
、
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
。 

 
 

 
 

 

村
道
に
着
く 

 
 
 
 

駐
車
地
に
帰
着 

 
 

 
 
 

 

今
日
の
ル
ー
ト 

高
滝
辻
か
ら
は
広
い
林
道
を
経
由
し
て
村
道
ま
で
戻
り
、
２
０
０
ｍ
程
離
れ
た

駐
車
地
へ
帰
っ
た
。 

久
し
ぶ
り
の
卯
月
山
だ
っ
た
が
、
来
年
は
干
支
の
山
と
し
て
、
か
な
り
の
数
の

登
山
者
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
わ
か
り
に
く
い
場
所
に
道
標
の
設

置
が
必
要
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
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動
タ
イ
ム 

 

玉
置
辻
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駐
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高
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：13
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